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＜連絡事項＞
・医療安全管理委員会から、Ｈ30年4月事故発生状況が掲示となっています。各自確認して下さい。

・平賀Ｉ.Ｏ.Ｏより、八戸精神科医会のお知らせが掲示されています。参加希望の方は、5/29迄に申し込みして下さい。各自確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・成田　富士子様～入院費や税金支払いの為、9：20～10：00までスタッフ付き添いにて青森銀行へ外出しています。銀行にて入院費と国保税、交通費と当分の洗濯代を下し、国保税を支払っています。午後に、スタッフ付き添いにて入院費を支払いに行かれています。

・山下　拓也様～成年後見人　たいよう法律経済事務所の方が来院され、小遣いの受け渡しに来ています。現金使用する頻度が減少しており、小遣いが多くなっている為、必要時はこちらから連絡する事を伝えています。了解され今回は受け取っていません。小遣いを受け取った際は、面会票をコピーして渡す事になります。裁判所へ証拠として提出する為だそうです。来院の際、確認していきましょう。

＜要注目患者様＞
・五日市　規様～昨日準夜帯、ホールで他者も集まりテレビを見ている最中、拳で壁を強打し始めています。やめるよう伝えると不機嫌な表情と口調で「はい」と言われていますが、続けています。再度やめるよう声掛けると止める事は出来ています。夜間は睡眠取れています。本日は、プログラムの金銭管理は小遣いノートの記載が雑で、記入漏れや不明金があり、現在の残金の金額で記入して頂いています。洗濯の実施頻度を確認していますが、少なめの様です。声掛けし、洗濯を促していきましょう。プログラムは積極的に参加され、対応穏やかです。壁を叩く行為は見られていません。怪我の無いように注意しながら、精神症状も観察していきましょう。

・飯田　修子様～不機嫌さはありませんが気分高揚さ続いており、他者やスタッフの個人情報を知りたがる事があります。本日は、気にはしている様子ですが、干渉や話し掛けの多さ等は、目立たず他者トラブルなく落ち着いて過ごされています。日中は、9：00に膝の痛みを訴えロキソプロフェン　1Ｔとレバミピド　1Ｔを内服しています。減量に努める様説明受けています。プログラムやＯＴへは参加されています。精神症状の観察と他者トラブルに注意していきましょう

[bookmark: _GoBack]・瀧澤　杏奈様～本日は、不調の訴えはなく日課や食事は声掛けにて取り組まれています。日中臥床している事が多い為、夜間の寝つきが悪く昼夜逆転傾向となっています。明日の主治医診察時に、生活リズムを整え活動性を高めて行けるよう、プログラム等の導入を確認して下さい。御家族が、土・日曜日で面会へ来られるとの事なので、来院時には今後の方向性について確認していきましょう。

・成田　富士子様～支払いの為スタッフ付き添いにて外出していましたが、外出で疲れたのか自床で休まれています。声掛けしてからトイレを済ませ、走ってレストランへ行こうとしています。声掛けにて血糖値測定実施し、昼食前血糖値70ｍｇ/ｄｌ。値を見ると「低血糖の症状が少し出てきました」と話される。走って移動されている為、心配ない事を伝えその後レストランにて全量摂取しています。低血糖症状はありません。 
 
＜安ケ平Ｄｒケース検討・診察状況＞
・三上　勇様～左第5指の第2関節の腫れは見られ、曲げると痛みがあるとの事です。床に躓く事が多くなっているので、歩く際は足を上げて歩くように声掛けし見守りしていきましょう。
＊処方変更等はありません。

＜馬渡Ｄｒケース検討・診察状況＞
・山口　富造様～精神面では大きな変化はなく落ち着いて過ごされています。青風荘なども視野に入れ、早急に施設の申込みを目指していくよう指示があります。

・原　吉郎様～ここ１週間は、独語や落ち着きのなさが目立ち、頓服薬を使用しています。特に午後～夕方に多く見られています。本人は「調子が悪い」といい、飲水や食事をして軽減させようとしています。原因については「誰かが薬を飲んでそのせいではないか」などと影響体験の訴えあるが、強固ではありません。幻聴体験は1日1～2回で、内容はわからない、忘れたなどと話しています。疎通性は保たれ受け答えもスムーズです。午後以降の不調を訴えることがやや多い為、眠前のレボトミン（50）1Ｔを昼食後に内服していく方向と減らす方向としていきます。睡眠に影響出てしまうようならその都度薬剤調整をしていきます。

＜皮膚科診察＞
・小笠原　文人様～口唇の乾燥は治癒となっています。ウリモックスクリームが1本処方となっています。

・木村　美智子様～背部の表皮剥離は治癒となっています。

・山口　富造様～皮疹漸次軽減していますが、痒みはあるとの事です。タベジール2Ｔ　
2×朝・夕で本日夕から７日分、デルモゾールＤＰ軟膏1本、ケルガー液
　　　　　　　　1本処方となっています。

・三上　勇様～皮疹稍軽快、両下腿にムズムズ感があると話しています。タベジール2Ｔ　
2×朝・夕で本日夕から７日分、デルモゾールＤＰ軟膏2本、ケルガー液
　　　　　　　1本処方となっています。ズックを履いている為が、足が湿っていてカビが生えやすいので、休んでいる時などは、靴下を履かずに足を乾かす様にして欲しいと説明を受けています。

・松谷　和也様～背部に軽度の痒みあり。タベジール2Ｔ　2×朝・夕で本日夕から７日分が処方となっています。　
